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を示したものである．ＤＮＰやウワパインはＶＢＬの細胞内取り込み，及び残存鼠には何ら影響を認めることはできなかったが．ヨード酢酸は約２倍にＶＢＬの取り込み壁を増加させるとともに，ＶＢＬの細胞外流出を抑制した．なお，本実験条件は，十分量のグルコースを含む培養液中のものであり，グルコース等のエネルギー源を除去したHeppes液中では，ＤＮＰは．ＶＢＬの細胞外流出を抑制し，細胞内ＶＢＬ量を増加させることは報告済柔
である.3｡）
３．細胞膜ATPase活性に及ぼす薬物の影響ウワパイソ。ヨード酢酸，Ｌａ及びＲＲのＡＨ６６細胞膜の各ATPascに対する作用を各酵素の対照に対する活性比(％）で示したのがＴａｂｌｅｌである．ウワパイソは(Ｎａ十一Ｋ+)ATPaseの特異的阻害剤としてよく知られているが．１×10-4Ｍで(Ｎａ十一Ｋ十)ATPaseを５０％程度に抑制し，他の酵素には何ら影響を及ぼさなかった．また，ＬａやＲＲは，他研究者が赤血球膜等で報告しているように,7)（Ca野-Ｍg計）ATPasc活性をほぼ特異的に抑制した．ＶＢＬの細胞外流出抑制作用を示したヨード酢酸は，（Ｎａ十一Ｋ+）ATPaseを除くすべてのATPase活性を
抑制した．特に，（Ca深-Ｍ92+)ATPase活性抑制作用が強いようであった．以上の結果より，ＡＨ６６細胞におけるＶＢＬの細胞内流入には，Ｃａ2＋での促進が示唆され，ＬａやＲＲでそれが抑制されることより，細胞膜上でのＣａ2＋の結合による膜流動性の変化，あるいは，細胞内Ｃａ２ｆ濃度の上昇が，ＶＢＬの細胞内流入に関与していることが示唆された．一方，ＬａやＲＲは特異的に細胞膜（Ca2十一Ｍ92+)‐ATPase活性を抑制するため，本酵素の関与も考えられるが，エネルギー産生抑制状態では細胞内ＶＢＬ濃度が上昇すること，レセルピンの溶媒である、ＭＳＯが(Ca2l-Mg2f)ATPaseを強く抑制するにもかかわらず，レセルピソは細胞内ＶＢＬ濃度を高めること,鋤》ヨード酢酸も同様に(cae+-Ｍ92+)ATPase活性抑制作用を有するにもかかわらずＶＢＬ取り込み鑓を増加させる等の知見よりエネルギー依存的な、強いては(Ca2十一Ｍ92÷)ATPaseのＶＢＬ流入への関与は否定されると考えられる．さらに，ＬａやＲＲはＶＢＬの細胞外流、出には影響しないことより，細胞外流出への（Ca2+-Ｍ92十）ATPaseの関与も否定される．また，（Ｎａ+-Ｋ+）ATPaseもウワパイソがＶＢＬ細胞外流出に影瀞しなかったことより除くことができる．一方，前報においてRauwol6aalkaIoids3b'．)が，本実験においてもヨード酢酸が，ＶＢＬの細胞外流出を抑制するとともに，いずれも（Ｎａ十一Ｋ+）ATPase以外のATPase活性を抑制することを示した．さらに，著者らは，ラット腹水肝癌細胞のうち，ＶＢＬに低感受性の細胞程細胞膜Mg2＋ATPase活性が高く，ＶＢＬの細胞内取り込み鑓が低く，細胞外汲み出し能が高いことを示している.３Ｄ）したがって，ＶＢＬの細胞外流出には，細胞膜ATPase,中でもMg2÷ATPaseが関与する可能性が示唆
される．
引用文献
1）α)LHiron０，Ｍmｲre(London),186,1059(1960);ｂ)Ｇ､J・Golddenberg,ＣＬ,Vanstonc,ＬＧ､Israel５，，．１ＩＳＣ,Ｉ､Bihle｢,Cdz"cerRes.,30,2285（1970);ｃ)Ｔ・Skovsgaard,ib辺.，38,4722(1978)；。)ＣPeter‐Son，Ａ，Trouet，ibi`.，３８，４６４５（1978)；ｅ）Ｍ・Inaba，Ｈ，Kobayashi，Ｙ・Sakurai，Ｒ・Johnson，fbjbf，
39,2200(1979)． 
1３０５ 
R､Ａ・Bender,Ｗ､Ｄ､Komreich,１．Wodinsky，Ｃａ"cerLe'1．，１５，３３５（1982)．
α）Ｓ・Wakusawa,Ｋ・Miyamoto，Ｒ・Koshiura,〃".』.Ｐﾉｍｒｍｑｃｏﾉ.，３６，１８７（1984)；ｂ)涌沢伸哉，宮本
謙一，柳岡利一，越浦良三，薬誌，１０４，１２８８(1984)；ｃ)宮本謙一，涌沢伸哉，柳岡利一．越浦良三，薬誌，
104,1295(1984)． 
Ｔ・Tsuruo,Ｈ・Iida,Ｓ・Tsukagoshi,Ｙ・Sakurai,･｡"cerRes.,４２，４７３０(1982)．
，.Ｈ、Lowry,Ｎ､J・Rosenbrough,Ａ､Ｌ､Farr,ＲＪ､RanclaI1,Ｊ､Bioﾉ.Ｃﾉｾe、.，193,265（1951)．
ＣＬ・Moore,Biochem、Bmphys.Ｒ“.，ＣＯ、"山凪４２，２９８（1971)；ＣＪ・Mayer,CVanBreemen,Ｒ、
Castecls,”jJgBrsArch.,337,333（1972)；Ａ・Cittadini,Ａ・Scarpa,BChance・Biocﾉif、､BjDphys・Ａｃｊｑ，
291,246(1973)． 
Ｅ､Ｌ､Watson,ＦＦ､VincenzLP.Ｗ・Davis,Ｂ〃ｃｈｊｍ・Bmphys・Ａｃｒａ,249,606(1971);Ｅ,Ｅ・Quist,Ｂ・D
Roufbgalis，」?EＢＳＬα1．，５０，１３５（1975)；LSazAsz，BSarkadi，Ａ・Schubert，Ｇ・Gardes，Ｂｍｃｈｊｍ．
１
１
 
２
３
 
１
１
１
 
４
５
６
 
7） 
Biophys.“ね，５１２，３３１（1978)．
《
Ｉ
 
